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要素が持つプロパティとは別に、プロパティ項目を追加することができます。 

カスタムプロパティを追加した要素は、プロパティの値ごとに色分けして表示することができます。 

その他、カスタムプロパティには次のような利用方法があります。 

1. カスタムプロパティの値をキーワードとして部材検索する。 

2. カスタムプロパティの値ごとに拾い集計する。 

3. カスタムプロパティの情報をIFC、テキストファイルに出力する。 

 

カスタムプロパティの追加 

プロパティパネルの[カスタムプロパティの追加]

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[カスタムプロパティの追加]ダイアログより、プ

ロパティパネルに追加する項目名、初期値、値の

候補を入力します。 

※初期値と値の候補は省略することができます。 

 

 

項目を追加する要素にチェックを入れます。 

 

 

[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. カスタムプロパティ 

4 

 
値 

項目名 

3 

2 

１ 

2 

3 

4 

１ 



 

 

－3－ 

プロパティパネルを起動します。 

→追加した項目と値を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 補足説明 

新規図面にカスタムプロパティを追加することができます。 

[設定]の[図面の初期値]タブ－[カスタムプロパティ]で項目名、値の初期値、値の候補を入力し、追加する

要素にチェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

5 

[初期値]が設定されます。 

[値の候補]で設定した値から選択します。 

値を直接入力して変更することもできます。 
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カスタムプロパティの編集 

プロパティパネルの[カスタムプロパティの追加]横の▼をクリックし、[カスタムプロパティの編集]から追加

したカスタムプロパティの項目について編集が行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目の編集 

[カスタムプロパティの編集]ダイアログより編集

する項目名を指定し、[編集]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

[カスタムプロパティの編集]ダイアログより項目

名、初期値、値の候補、追加する要素を更新しま

す。 

 

 

[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

[カスタムプロパティの編集]ダイアログの[OK]

をクリックします。 

→カスタムプロパティの内容が更新されます。 
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項目の削除 

[カスタムプロパティの編集]ダイアログより項目

名を指定し、[削除]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

[OK]をクリックします。 

→カスタムプロパティの項目が削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示順の変更 

[プロパティ]－[カスタム]の表示順を変更します。 

 

[カスタムプロパティの編集]ダイアログより項目

名を指定し、矢印をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

Memo 

[削除]横の▼より、[すべて削除]をクリック

すると、カスタムプロパティの項目を一括で

削除することができます。 

 

 

項目名をクリック 

1 

1 

項目名をクリック 
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[OK]をクリックします。 

→表示順が変更されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定ファイルの保存・読み込み 

カスタムプロパティは図面ごとに設定します。同じカスタムプロパティの項目を他の図面で利用するには、

設定ファイルを作成します。 

 

設定ファイルを保存する 

[カスタムプロパティの編集]ダイアログより[設

定の読み込み・保存]－[ファイルに保存する]を

クリックします。 

→[名前を付けて保存]ダイアログが開きます。 

 

 

 

 

[名前を付けて保存]ダイアログでファイル名を入

力し、[保存]をクリックします。 

→カスタムプロパティの設定ファイル

(*.RebroCustomProperty)を保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Memo 

プロパティ項目をドラッグしても順番を変更

できます｡ 
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設定ファイルを読み込む 

[カスタムプロパティの編集]ダイアログより[設定

の読み込み・保存]－[ファイルから読み込む]をク

リックします。 

→[開く]ダイアログが開きます。 

 

 

 

 

 

[開く]ダイアログから読み込む設定ファイル

(*.RebroCustomProperty)を選択し、[開く]をク

リックします。 

→カスタムプロパティが追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規図面にカスタムプロパティを追加 

追加したカスタムプロパティを新規図面で使用します。 

 

[カスタムプロパティの編集]ダイアログより[設

定の読み込み・保存]－[「図面の初期値」に保存

する]をクリックします。 

→[「図面の初期値」に保存する]ダイアログが開

きます。 

 

 

 

 

[「図面の初期値」に保存する]ダイアログの[は

い]をクリックします。 

→図面の初期値に設定が保存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Memo 

設定ファイルに保存した項目が追加されます。

同じ項目名があった場合は、設定内容は上書き

されません。 
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[設定]の[図面の初期値]タブ－[カスタムプロパ

ティ]で保存されたプロパティ項目を確認できま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の図面にカスタムプロパティを読み込む 

図面の初期値に保存したカスタムプロパティを現在の図面に読み込みます。 

 

[カスタムプロパティの編集]ダイアログより[設

定の読み込み・保存]－[「図面の初期値」から読

み込む]をクリックします。 

→[「図面の初期値」から読み込む]ダイアログが

開きます。 

 

 

 

 

 

 

[「図面の初期値」から読み込む]ダイアログの

[はい]をクリックします。 

→図面の初期値の設定が、現在の図面に読み込ま

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
Memo 

図面上で設定した既存の項目がある場合、その

項目は削除され、図面の初期値の設定に置き換

わります。 
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カスタムプロパティの利用 

部材検索 

カスタムプロパティの値から要素を検索できます。 

 

[検索]パネルの[キーワード]をクリックし、[キ

ーワード]より「カスタムプロパティ」にチェ

ックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索欄にプロパティの値を入力します。 

 

 

[検索]をクリックします。 

→検索結果を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要素名をクリックして要素の位置を確認します。 
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検索した要素 

検索する要素をクリック 
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拾い集計 

拾い集計の仕分けにカスタムプロパティの項目を追加すると、カスタムプロパティの値ごとに集計すること

ができます。(拾い集計の出力の詳細については、テクニカルガイド「拾い集計」を参照してください。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カスタムプロパティを仕分けに追加 

[ツール]タブ－[拾い集計]をクリックします。 

 

 

集計方法のテンプレートを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

[編集]をクリックします。 

→[拾い集計(テンプレート編集)]ダイアログが

開きます。 
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[振り分け方法]タブで、カスタムプロパティを

追加する位置を指定します。 

仕分け項目の「カスタムプロパティ」を選択

し、「←追加」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

[カスタムプロパティの追加]ダイアログが開き

ます。追加するプロパティ項目を選択します。 

 

 

[OK]をクリックします。 

→カスタムプロパティの項目が追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IFC保存 

カスタムプロパティは、プロパティセット名称「Pset_Rebro_CustomProperty」としてIFCファイルに保

存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

他ソフトでカスタムプロパティ

の情報が確認できます。 

4 
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5 

「カスタムプロパティ」を選択 

カスタムプロパティを

追加する位置を指定 
4 

5 
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施工区分などの空間(ゾーン)を設定することができます。ゾーンやゾーンに属する要素を図面やCG上で色分け

して表示することができます。 

その他、ゾーンには次のような利用方法があります。 

1. ゾーンごとに拾い集計する。 

2. 要素の属性情報としてゾーンの情報をIFC、テキストファイルに出力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゾーンの配置 

[ツール]タブ－[ゾーン]をクリックしま

す。 

 

作図方法を選択します。 

ここでは「任意の端点を指定」を選択しま

す。 

 

高さの範囲を入力します。 

 

 

種類と名称を選択します。 

種類「施工区分」 

名称「シャフト内」 

 

 

ゾーンの範囲を半透明でペイントする場

合、「ペイントする」にチェックを入れま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. ゾーン 

１ 

4 

5 

１ 

2 
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4 
Memo 

[属性の記入]にチェックを入

れると、ゾーン作図時に属性

を記入することができます。 

ゾーン名「シャフト内」 

ゾーン名「便所隠蔽」 
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ゾーンの範囲を指定します。 

パイプシャフトの範囲の頂点をクリックし

ます。 

 

コンテキストメニューから[確定]をクリッ

クします。 

→指定した範囲にゾーンが配置されます。 

 

 

 

同様に異なる名称のゾーンも配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゾーン情報の変更 

ゾーン情報をプロパティで変更することができます。 

 

ゾーンを選択し、コンテキストメニュー

から[プロパティ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

プロパティでゾーンの種類、高さなどを

変更します。 
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4点目 
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8点目 
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要素のゾーン情報 

配置したゾーンを通過する配管やダクト、

機器などにはゾーンの情報が設定され、ゾ

ーンごとに拾い分けることができます。 

プロパティには、「（ゾーンに依存）」と表示

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゾーンの設定 

[ツール]タブ－[ゾーン]の[設定]をクリックし、[ゾーンの設定]ダイアログからゾーンの種類の追加や編集を

行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種類の新規作成 

 ゾーンの種類を新たに作成します。 

 

[新規作成]をクリックします。 

→[ゾーン種類の追加]ダイアログが開きます。 

 

 

 

 

 

 

1 

1 

Memo 

[プロパティ]から手動で要素ごとにゾーン

の値を変更することも可能です。 
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[ゾーン種類の追加]ダイアログで追加する種類

の名前を入力し、[OK]をクリックします。 

→種類が追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

追加した種類に名称を追加します。 

(名称の追加方法は、p.17を参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種類のコピー 

既存の種類をコピーして追加します。 

 

[ゾーンの設定]ダイアログより[新規作成]横の

▼をクリックし、[コピー]をクリックします。 

→[ゾーン種類の追加]ダイアログが開きます。 

 

 

 

[ゾーン種類の追加]ダイアログで追加する種類

の名前を入力し、[OK]をクリックします。 

→コピー元と同じ名称を持つ種類が追加されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

3 

2 

3 
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種類の名前を変更 

 作成した種類の名前を変更します。 

 

[ゾーンの設定]ダイアログより[新規作成]横の

▼をクリックし、[名前の変更]をクリックしま

す。 

→[名前の変更]ダイアログが開きます。 

 

 

 

 

[名前の変更]ダイアログで名前を入力し、[OK]

をクリックします。 

→入力した名前に変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種類の削除 

[ゾーンの設定]ダイアログより削除する種類を

選択し、[新規作成]横の▼から[削除]をクリッ

クします。 

 

 

 

 

[ゾーン種類の削除]ダイアログで[OK]をクリッ

クします。 

→ゾーンが削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 

2 

1 

Memo 

図面に削除するゾーンが配置されている場合、ダイアロ

グに確認のメッセージが表示されます。[OK]をクリック

すると、同じ種類のゾーンはすべて削除されます。 
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名称を追加 

[ゾーンの設定]ダイアログより[追加]をクリッ

クします。 

→末尾に一行追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追加された行の[名称]欄で名前を入力します。 

 

 

 

 

 

 

[色]欄で色を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

色を選択 

1行追加します。 
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名称を削除 

[ゾーンの設定]ダイアログより名称を指定し、

[削除]をクリックします。 

→名称が削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称の表示順の変更 

名称の表示順を変更します。拾い集計の際の並び順や優先順位(p.25参照)に反映されます。 

 

[ゾーンの設定]ダイアログより変更する名称を指

定し、矢印をクリックします。 

→表示順が変更されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Memo 

名称をドラッグしても順番を変更できます｡ 

 

名称をクリック 

名称をクリック 
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設定ファイルの保存・読み込み 

ゾーンは図面ごとに設定します。設定したゾーンを他の図面で利用するには設定ファイルを作成します。 

 

設定ファイルを保存する 

保存するゾーンの種類を選択し、[ゾーンの設定]

ダイアログの[新規作成]横の▼をクリックし、

[ファイルに保存する]をクリックします。 

→[ゾーン定義の保存]ダイアログが開きます。 

 

 

 

[ゾーン定義の保存]ダイアログでファイル名を入

力し、[保存]をクリックします。 

→ゾーンの設定ファイル(*.RebroZoneDefine)

を保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定ファイルを読み込む 

 

[ゾーンの設定]ダイアログの[新規作成]横の▼を

クリックし、[ファイルから読み込む]をクリック

します。 

→[ゾーン定義の読み込み]ダイアログが開きま

す。 

 

[ゾーン定義の読み込み]ダイアログから読み込む

設定ファイル(*.RebroZoneDefine)を選択し、

[開く]をクリックします。 

→ [種類]欄にゾーンが追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 

2 

1 

2 

1 

2 

ゾーンの種類を選択 

2 

１ 

Memo 

同名の種類があった場合は、読み込んだ設定内

容が追加されます。 

種類と名称が同じ項目があった場合、色の設定

は上書きされます。 
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新規図面にゾーンを設定 

設定したゾーンを新規図面で使用します。 

 

[ゾーンの設定]ダイアログより[設定の読み込

み・保存]－[「図面の初期値」に保存する]をク

リックします。 

→[「図面の初期値」に保存する]ダイアログが開

きます。 

 

 

[「図面の初期値」に保存する]ダイアログの[は

い]をクリックします。 

→図面の初期値に設定が保存されます。 

 

 

[設定]の[図面の初期値]タブ－[ゾーン]で保存さ

れたゾーンの設定を確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の図面にゾーンを反映 

図面の初期値に保存したゾーンを現在の図面に反映します。 

 

[ゾーンの設定]ダイアログより[設定の読み込

み・保存]－[「図面の初期値」から読み込む]を

クリックします。 

 

 

 

 

[「図面の初期値」から読み込む]ダイアログの

[はい]をクリックします。 

→図面の初期値の設定が、現在の図面に読み込ま

れます。 
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2 

１ 

１ 

2 

2 

2 

１ 

3 
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ゾーンの範囲変更 

作図したゾーンの範囲を変更します。 

 

ハンドルで編集 

編集するゾーンをクリックします。 

→ゾーンの頂点と側面にハンドルが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

側面のハンドルをクリックすると、辺を移動して範囲を変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

頂点のハンドルをクリックすると、角を変形して範囲を変更します。 

 

 

 

 

 

 

  

１ 

2 

3 

Memo 

図面の初期値にない種類、名称のゾーンが図面上で作図されている場合、

ゾーン要素も削除されます。 
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[スペースの編集]コマンドで編集 

編集するゾーンを選択し、コンテキストメニューから[スペースの編集]をクリックすると、編集方法を選択

することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

辺の移動 移動する辺もしくは、頂点のハンドルを選択し、辺を移動します。 

辺の分割 分割する辺のハンドルを選択し、辺上で分割する位置を指定します。 

角の変形 頂点のハンドルを選択し、変形位置を指定します。頂点を挟む両側の辺を同時に移動します。 

頂点の追加 頂点を追加する辺のハンドルを選択し、頂点の位置を任意の位置で指定します。 

頂点の移動 頂点のハンドルを選択し、位置を指定します。指定した位置に頂点を移動します。 

頂点の削除 頂点のハンドルを選択します。選択した頂点を削除します。 

曲線の編集 
頂点のハンドルを選択します。選択した頂点の形状(円弧/角)を切り替えます。 

曲線の場合は、円弧の半径を変更することができます。 

分割 2点の頂点のハンドルを選択し、ゾーンを分割します。 

結合 複数のゾーンを選択し、結合します。 

 

(例)頂点を増やして変形 

[角の変形]をクリックします。 

→ゾーンの頂点にハンドルが表示されます。 

 

頂点のハンドルをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

１ 
１ 

2 
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カーソルの位置で頂点を増やして範囲を変形し

ます。 

 

 

 

コンテキストメニューから[確定]をクリックし

てコマンドを終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(例)ゾーンの結合 

[結合]をクリックします。 

 

 

 

結合するゾーンをクリックします。 

→選択した複数のゾーンが結合され、一つの 

ゾーンにまとまります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 
４ 

3 

１ 

2 

１ 

2 

複数のゾーンが1つのゾーン

に結合されます。 
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ゾーンの利用 

拾い集計 

拾い集計の仕分けにゾーンを追加すると、ゾーン単位で集計できます。 

(拾い集計の出力についてはテクニカルガイド「拾い集計」を参照してください。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 補足説明 

要素のゾーン情報が「(ゾーンに依存)」の場合、複数のゾーンにまたがる配管、ダクト、電気ラック類、電

気配線はゾーンごとに集計します。機器や鋼材は基準点を含むゾーンで集計します。 

 

 

 

 

 

 

 

A工区 

B工区 

ゾーン単位でまとめます。 
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スプリンクラーフレキ管、フレキシブルダクトは、作図されたルートが長い方のゾーンにまとめられます。 

ゾーンが重なっている場合は、[ゾーンの設定]ダイアログの表示順(p.18参照)に合わせて、上位の名称のゾ

ーンに計上されます。（二重で計上されることはありません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

IFC保存 

要素のゾーン情報は、プロパティセット名称「Pset_Rebro_Zone」としてIFCファイルに保存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

B工区 

A工区 

[ゾーンの設定]で上の名称から順番に

優先され、計上されます。 

他ソフトでゾーンの情報

が確認できます。 

Memo 

ゾーン要素は、「IfcZone」としてIFCファイルに保存することが

できます。 
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図面上の要素を階層分けにして管理をすることができます。カスタムプロパティの項目やゾーンごとに階層分

けをしたり、系統の確認をすることができます。また、階層に属する要素ごとに点滅させたり、図面やCGで

色分けをして確認することができます。 

 

系統管理パネル 

[表示]タブ－[パネル]－[系統管理]をクリックし、[系統管理]パネルを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[分類]ごとにフォルダで階層分けをし、図面上の要素をフォルダ単位で分けて管理することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 系統管理 

分類を選択します。 

フォルダで階層分けをします。 

各フォルダに含まれる要素の数を

確認することができます。 

選択したフォルダに含まれる要素

のプロパティ情報を確認すること

ができます。 

フォルダごとに色を設定する

ことができます。 

表示するプロパティ項目の変更

ができます。 

プロパティ情報の表示・非表示

の切り替えができます。 
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分類の追加 

自動要素選択 

指定した仕分け項目により自動で図面内の要素を階層分けします。 

 

[系統管理]パネルの[追加]をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類名を入力し、[要素選択]を「自動」に

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  [仕分け]から階層分けしたい項目を選択

し、[追加]をクリックします。 

 →選択した仕分け項目が「全体」フォルダ

の下の階層に作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

2 

 

3 

 

1 

2 

 

3 

 



 

 

－28－ 

⚫ 補足説明 

仕分けの項目は、指定しているフォルダの下に追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

矢印または、フォルダをドラッグして階層の順番を変更することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕分けする要素を絞り込む場合は、[対象

要素]をクリックします。 

[要素][レイヤー][フロア]ごとに絞り込む

ことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 

4 

[要素]タブで[ダクト]－[制気口]に

チェックを入れ、要素を絞り込みし

ています。 
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[OK]をクリックします。 

→[系統管理]パネルに対象要素が階層分

けされて表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 補足説明 

[検索フォルダ]－[すべて表示]にチェックを入れると、選択した仕分け項目の中に要素がないフォルダもす

べて表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5 

5 

フロア 

部屋 

要素数が「0」でもフォルダ

を表示します 
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手動選択 

仕分けの項目名を自由に作成し、項目に含まれる要素を図面上から選択して階層分けを手動で行います。 

 

新規で分類を作成します。 

[追加]をクリックします。 

 

 

 

 

 

分類名を入力し、[要素選択]を「手動」に

します。 

 

 

 

 

 

  [フォルダ]－[追加]をクリックし、仕分け

するフォルダ名を入力します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

１ 

2 

3 

4 

1 

2 

4 

4 

Memo 

[テキスト編集]をクリックすると、[テキス

ト編集]ダイアログ上で仕分け項目を作成

することができます。 
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作成した各仕分けの項目(フォルダ)に含む

該当の要素を指定します。 

 

[系統管理]パネルで要素を追加するフォル

ダを選択し、[要素の追加]をクリックしま

す。 

 

 

 

 

図面上で該当の要素を選択します。 

→選択した仕分けの項目に要素が追加され

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 補足説明 

追加した要素を仕分け項目の中から削除する場合は、削除したい要素を[詳細表示]のプロパティ情報から選

択し、[要素の追加]横の▼から[要素をリストから削除]をクリックします。（詳細表示については、p.35を参

照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

仕分け項目の中から削

除されます。 削除したい要素を選択 

選択した階層のフォルダに 

要素が追加されます。 

5 

6 

6 

5 

該当の要素を選択します。 

フォルダを選択 
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系統管理の編集 

系統管理パネルの[追加]横の▼から選択した系統管理の分類について編集が行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類の編集 

編集 

[編集]をクリックし、作成した分類の設定を[系統管理の分類]ダイアログで変更することができます。 

 ([系統管理の分類]ダイアログの操作方法についてはp.27～31を参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複写 

[複写]をクリックし、作成した分類を複写し、新たに追加することができます。 

([系統管理の分類]ダイアログの操作方法についてはp.27～31を参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

要素選択：自動 

要素選択：手動 

要素選択：自動 

要素選択：手動 
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削除 

[削除]をクリックし、作成した分類を削除することができます。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

表示順の変更 

[並び替え]をクリックし、作成した分類の表示順を変更することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定ファイルの保存・読み込み 

系統管理の設定は図面ごとに設定します。分類を他の図面で利用するには、設定ファイルを作成します。 

 

設定ファイルを保存する 

[設定の保存]をクリックし、[系統管理の設定の

保存]ダイアログより設定を保存したい分類を選

択します。 

→[系統管理の保存]ダイアログが開きます。 

 

 

 

 

 

[系統管理の保存]ダイアログでファイル名を入力

し、[保存]をクリックします。 

→系統管理の設定ファイル(*.RebroSystemList)

を保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Memo 

分類名をドラッグしても順番

を変更できます｡ 

 

１ 

2 

１ 

2 
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設定ファイルを読み込む 

[設定の読み込み]をクリックします。 

→[系統管理の読み込み]ダイアログが開きます。 

 

 

 

 

  

 

[系統管理の読み込み]ダイアログから読み込む設

定ファイル(*.RebroSystemList)を選択し、[開

く]をクリックします。 

→[系統管理の設定の読み込み]ダイアログが開き

ます。 

 

 

 

読み込む分類を選択し、[OK]をクリックしま

す。 

→系統管理の分類が追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

系統管理の利用 

点滅表示 

系統管理パネルの[点滅表示]にチェックを入れると、選択した仕分けの項目(フォルダ)に含まれる要素が、

図面上で点滅して表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

3 

１ 

フォルダを選択 

１ 

2 

選択したフォルダに含まれる要

素が図面上で点滅表示します。 

3 
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階層分けした要素の確認 

詳細表示 

確認したい仕分けの項目(フォルダ)を指定し、[系統管理]パネルの[詳細表示]をクリックします。 

→選択したフォルダに含まれる要素のプロパティ情報を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 補足説明 

[プロパティ表示]をクリックすると、詳細表示するプロパティの項目の追加や削除が行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロパティ項目の追加、編集、 

削除、表示順の変更が行えます。 

表示したいプロパティの

項目を選択します。 

プロパティ情報を表示 

確認したい項目を選択 

クリック 



 

 

－36－ 

表示方法の設定 

 詳細表示内の確認したい要素欄をクリックすると、[系統管理]パネル内[追加]横の▼の[表示方法]に合わせ

て要素を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

階層分けした情報をExcelに出力 

 系統管理パネルの[追加]横の▼から[Excelファイルに保存]をすると、分類ごとに階層分けした情報をExcel

ファイルで出力することができます。 

 

 

 

 

 

 

クリック 

図面 アラウンドビュー CG 
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確認モードを使用すると、系統管理の分類、フロア、部屋、カスタムプロパティの項目、ゾーンの種類ごとに

要素を色分けして表示し、図面上やCGで確認することができます。 

 

[確認モード](画面右下)をオンにすると、選択した項目の値ごとに色分けして確認することができます。 

                                ：確認モード オフ 

                                ：確認モード オン 

 

確認モードの起動 

カスタムプロパティの確認 

[確認モード]をクリックし、[カスタムプロパテ

ィ]から確認したいプロパティ項目名をクリッ

クします。 

 

 

[確認モード]横の▼をクリックし、 

「図面から値を取得する」をクリックします。 

→図面上に設定しているカスタムプロパティの

値と色が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面をクリックしてメニューを閉じます。 

→カスタムプロパティの値ごとに色分けして図面上とCGで表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

4. 確認モード 

１ 

１ 

2 

3 

2 

3 
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ゾーンの確認 

[確認モード]をクリックし、[ゾーン]から確認を

したいゾーンの種類を選択します。 

→ゾーンに含まれる要素がゾーンの名称ごとに

色分けされて図面上とCGで表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

系統管理の確認 

[確認モード]をクリックし、[系統管理]から確認

をしたい分類を選択します。 

→仕分けした項目ごとに要素が色分けされて図

面上とCGで表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 
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⚫ 補足説明 

[確認モード]がオンの時、系統管理パネルで確認したい仕分けの項目(フォルダ)を選択すると、該当の要素

のみ設定した色で表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

色の変更 

値ごとの色を変更します。 

カスタムプロパティ（フロア、部屋） 

[確認モード]がオンの状態で[確認モード]横の▼

をクリックします。 

 

 

 

 

[設定]をクリックします。 

→[色分けの設定]ダイアログが開きます。 

 

 

 

 

[色分けの設定]ダイアログで変更する色をクリッ

クし、色を変更します。 

 

 

[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

色を選択 

4 

4 
2 

１ 

１ 

2 

4

5 

3 

3 
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⚫ 補足説明 

カスタムプロパティは、[色分けの設定]ダイアログの[ファイルの読み込み・保存]で色の設定をファイルで

保存し、保存した設定ファイルを読み込むことで他の図面でも同じ色の設定を使用することが可能です。 

 

・色の設定をファイル(*.RebroCustomPropertyColorDefine)に保存 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・色の設定ファイル(*.RebroCustomPropertyColorDefine)を読み込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択した項目名と値が一致する

ものに対して上書きされます。 

保存先を指定します。 

保存した色の設定ファイル

を選択します。 



 

 

－41－ 

系統管理 

系統管理パネルで色を変更したい仕分けのフォル

ダを選択し、[色分け]をクリックします。 

 

 

 

 

色のパレットから変更する色を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゾーン 

[ツール]タブ－[ゾーン]をクリックします。 

 

 

[設定]をクリックします。 

 

 

 

色を変更したい[種類]を選択します。 

 

 

[色]欄をクリックし、色のパレットから変更する

色を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

Memo 

フォルダを選択し、右クリックして[色分け]

からも色を指定することができます。 

 
 
 
 
 

１ 

2 

3 

4 

１ 

クリック 

2 

１ 

3 

4 

１ 

2 
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選択した項目以外の要素の色 

選択した各項目に含まれない要素の色は、[設定]－[一般]タブ－[表示]ー[システム色]の[その他]タブの

「確認モードで未設定の要素」から変更することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 補足説明 

[確認モード]がオンの状態で図面を印刷すると、画面に表示されている色のまま印刷することができます。 

 

色分けの凡例 

設定した色分けを凡例表として作図します。 

 

[確認モード]がオンの状態で[確認モード]横の▼

をクリックします。 

 

[色分けの凡例]をクリックします。 

 

 

 

 

凡例表の配置位置を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例表の配置位置

でクリック 

１ 

2

3 

3 

3 

2 

１ 
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確認モードの終了 

[確認モード]を終了する場合は、[確認モード]をクリックし、[確認モードの終了]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


